
ι
》

フサレ育教

公
立
学
校
で
べ
テ
ラ
ン
教
員
が
続
々
と
定
年
退
職
を
迎

え
、
新
規
採
用
が
増
え
る
な
か
、
横
浜
市
立
校
で
は
、
教

員
同
士
が
学
ぴ
合
う
O
J
T
 
(
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト

レ
ー
子
ノ
グ
、
職
場
内
訓
練
)
に
よ
っ
て
指
導
力
を
向
上

さ
せ
る
取
わ
組
み
が
進
む
。

(
大
垣
裕
)

採
用
増
え
る
現
場
で
工
夫

紙
書
市

造
が
浜

模
見
横

た
意
(

れ
の
る

ら
ち
い
)

貼
た
て
で

「
見
合
い
は
5
分
か
ら
で
も

O
K
に
し
ま
し
ょ
う
」
。
磯
子

区
の
洋
光
台
第
市
学
校
霽

野
久
幸
校
長
生
徒
3
4
1
人
)

で
は
W
貝
教
員
が
空
き
時
問

に
他
教
員
の
授
業
を
参
観
す
る

「
授
業
の
見
合
い
」
を
始
め
た
。

多
忙
な
教
員
の
負
担
に
な
ら
な

い
よ
っ
、
ま
と
め
役
の
安
達
洋

司

る
1
C
T
(
情
報
通
信
技
術
)

専
用
ル
ー
ム
を
つ
く
っ
た
。
図

書
館
で
は
「
戦
後
円
年
」
「
女

性
の
社
会
進
出
」
な
ど
学
校
司

書
が
テ
ー
マ
別
に
新
聞
記
事
を

ス
ク
ラ
ッ
プ
し
て
生
徒
の
調
べ

学
習
に
備
え
る
。
こ
う
し
た
「
お

子
副
校
長
は
「
無
理
の
な
い
範

囲
で
」
と
呼
ぴ
か
け
る
。

同
校
の
教
員
の
年
齢
構
成
は

釦
代
の
計
W
人
に
対
し
、

0
、

2弱
代
が
Ⅱ
人
。
卯
代
は
2
人
と

中
堅
ど
こ
ろ
が
ぽ
っ
か
り
空
い

た
状
態
。
一
々
学
カ
テ
ス
ト

の
結
果
で
は
、
生
徒
が
主
体
的

に
課
題
を
解
決
す
る
能
力
を
さ

ら
に
伸
ぱ
す
必
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
各
教
員
の
授
業
改

善
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。

「
見
合
い
」
で
は
例
え
ぱ
、

美
術
の
べ
一
プ
ラ
ン
教
員
が
学
校

図
書
館
で
廃
棄
さ
れ
る
絵
画
全

集
の
ぺ
ー
ジ
を
バ
ラ
バ
一
フ
に
し

て
、
生
徒
た
ち
に
胸
由
に
触
れ

さ
せ
る
授
業
を
展
開
。
見
学
す

る
教
員
は
生
徒
の
表
情
や
反
応

を
見
て
、
ベ
テ
ラ
ン
の
「
技
」
を

自
身
の
授
業
の
参
考
に
す
る
。

ま
た
同
校
は
、
空
き
教
室
に

パ
ソ
コ
ン
と
プ
ロ
ジ
エ
ク
タ
ー

を
常
設
し
、
授
業
で
利
用
で
き

、

＼
、
、

豐
て
」
に
よ
っ
て
各
教
員
の

授
業
づ
く
り
の
省
力
化
を
図
っ

て
い
る
。

若
手
の
先
輩
教
員
が
新
人
教

員
ら
の
相
曹
乗
る
「
メ
ン
タ

ー
チ
ー
ム
」
も
組
織
し
て
研
修

を
行
い
、
同
じ
教
科
の
教
員
が

'
,

竺
三

,
ι
Υ
1
、

、
二
{
<
~
一

r
1
 
、
、
」

学
力
向
上
へ
意
見
を
共
有

R

旭
区
の
白
根
小
学
校
霧
丸

隆
一
校
長
児
童
6
3
2
人
)

は
今
年
度
即
、
卯
代
の
学
年

0
、

3

主
任
ら
8
人
が
ヌ
子
力
向
上
プ

ロ
ジ
エ
ク
ト
」
を
発
足
さ
せ
た
。

「
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」

と
月
1
回
、
戦
略
会
議
を
開
催
。

会
議
の
場
と
な
る
校
長
室
に
は

季
習
に
集
中
さ
せ
る
た
め
の

工
夫
」
「
『
で
き
た
!
』
と
い

う
喜
ぴ
や
意
欲
に
つ
な
が
る
指

導
支
援
の
工
夫
」
な
ど
と
書
か

れ
た
模
造
紙
が
所
狭
し
と
貼
ら

共
教
員
た
ち
の
意
見
が
書
き

込
ま
れ
て
い
る
。

学
カ
テ
ス
ト
を
通
じ
て
浮
^

き
彫
り
に
な
っ
た
同
校
の
課

キ
.
、
'
゛
J
玲
証

、
「
」
ー

忠

.

休
み
時
間
に
顔
を
合
わ
せ
た
ら

「
立
ち
話
会
議
」
で
話
し
合
う
。

狩
野
校
長
は
「
忙
し
い
な
か
で

も
時
間
を
捻
出
し
、
板
書
し
て

生
徒
が
聴
く
だ
け
の
『
チ
ョ
ー

ク
&
ト
ー
ク
』
か
ら
脱
却
し
な

け
れ
ぱ
」
と
語
る
。

は
な
く
、
高
学
年
で
は
児
童

も
交
え
た
三
者
面
談
を
取
り
入

れ
た
。

同
校
で
は
、
児
童
が
日
々
返

却
さ
れ
た
テ
ス
ト
を
1
冊
の
フ

ア
イ
ル
に
と
じ
て
い
て
、
票

で
は
児
童
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
こ
の
フ
ァ
イ
ル
を
基
に
個

々
の
課
題
を
具
体
的
に
話
し
合

う
よ
う
に
し
た
と
い
う
。

全
教
員
の
年
齢
構
成
を
見

る
と
、
即
代
が
7
人
と
最
も

多
い
。
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
リ
ー
ダ

の
片
山
圭
祐
塾
剖
(
巡
は

三
翅
夕
に
効
果
は
出
な

い
が
、
目
標
を
共
有
す
る
こ

と
で
若
手
も
授
業
の
進
め
方

が
明
確
に
な
る
」
と
話
す
。
持

丸
校
長
は
「
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
し
て
べ
ク
ト
ル
を
そ
ろ

え
る
こ
と
が
、
学
校
を
変
え
る

こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
考
え
て

い
る
。

岡
本
太
郎
と
中
村
正
釜
碧
東
京
屡
中
逗
和
年
の
大
阪
万
博
で
の
「
太
陽
商

の
塔
」
を
経
て
、
以
降
は
顔
や
目
玉
展
』
」

を
モ
チ
ー
フ
に
、
自
己
模
倣
と
い
わ
(
川
崎

れ
る
ほ
ど
に
本
作
の
よ
う
な
作
品
を

月
H
e

く
り
返
し
描
き
続
け
ま
し
た
。
月
曜
と

そ
の
根
幹
に
あ
る
の
は
、
若
き
日
休
館

臼
に
留
学
し
た
バ
リ
で
絵
と
共
に
(
0
4

学
ん
だ
民
族
学
へ
の
関
心
で
し
た
。
ヘ
。

本
作
は
、
岡
本
太
郎
(
1
9
1
ー

S
船
年
)
が
%
年
の
露
面
東
京

屡
に
出
品
し
、
第
一
室
に
展
示
さ

れ
た
作
品
で
す
。
虚
空
に
浮
か
ぶ
登

場
人
物
は
大
き
な
足
の
裏
の
よ
う
な

形
で
、
親
指
の
部
分
が
顔
に
な
っ
て

い
ま
す
。

向
か
っ
て
左
手
の
小
さ
な
人
物
は

白
く
て
柔
ら
か
い
体
つ
き
の
女
性
、

背
後
に
立
つ
の
は
男
性
で
し
ょ
う

ち
り
ぱ
め
ら
れ
た
原
色
の
丸
や

か
0

白
黒
の
瓣
装
飾
的
で
、
ま
る
で
オ

セ
ア
ニ
ア
の
民
族
学
的
な
仮
面
を
連

想
さ
せ
る
よ
う
で
す
。

戦
後
の
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
の

旗
手
と
し
て
活
躍
し
た
岡
本
は
、
飢

題
は
、
基
礎
基
本
の
定
着
。
プ

ロ
ジ
エ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
、

学
力
の
向
上
に
は
家
庭
学
習

の
習
慣
づ
け
が
重
要
と
考
え
、

こ
れ
ま
で
担
任
と
保
護
者
で

行
っ
て
い
た
個
人
面
勇
け
で

自
身
の
一
種
の

年
に
所
属
し
て
い
た
二
科
会
を
脱

、
上
、
y

岡
本
の
絵
画
は
、

そ
う
し
た
思
想
に

裏
打
ち
さ
れ
た
彼

る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

(
川
崎
市
岡
本
太

郎
美
術
館
学
芸

員
佐
藤
玲
子
)
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